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共通教育フォーラム
「共通教育フォーラム 」
創刊に際して
共通教育センター長 鈴 木 敏 男
文京キャンパスの共通教育が実施 されてか ら、今年度 で7年目になります。その間、多 くの教職員に
よって継続的な改善が図 られ、今 は当初の目的を凌駕するものがあります。平成14年度の中教審答申で
謳われている教養教育の再構築 は、文京キャンパスでは既 に実現されていると言って良いでしょう。そ
の証 は、ある教育情報誌が今年度企画 した教養教育の特集の中で、国立大学か ら唯一我々の取組が選ば
れ、紹介 されていること、また、文部科学省 「特色ある大学教育プログラム」に採択され、現在色々な
大学か ら問合せがあることからも伺 えます。
しかし、我々の共通教育は、今もますます進化 しようとしています。来年度は、共通教養 ・副専攻科
目の4科目や情報処理応用コースが増設 されます。ガイダンスの新 たな取組、副専攻制度の改善、環境
の整備なども提案 されています。実は、これらのアイデアの殆 どは、構成員による共通教育センターへ
のメールやアンケー トでの意見 ・提言、あるいは日常的な会話に端を発 しているものです。
教育の問題点 を実感するのは、現場においてです。 しか し、多 くの場合、現場の熱心な教育論議も論
議で終わりがちであることを、我々は長い間経験 してきま した。センターの大きな役割は、これか らも
それ らの意見 を機敏に取 り上げ、共有 していくことにあると思います。このために、今回、「共通教育
フォーラム」誌 を発刊することに しました。教職員 と学生が共に共通教育 を自由に議論する場 をもち、
教育の質 をさらに高めて行 くと共に、皆さんが抱えている問題や提言 を、センターが迅速に把握 し、解
決或いは実現に向けて行動 していくための ものです。
今回は、学長、副学長に創刊にあたっての メッセージを頂 きま した。教育地域科学部と工学部には学
生 と教員にご意見 をお願い しま した。後半 では、今年の7月に開催 された、各 コース ・各学科の大学教
育入門セミナー担当代表者による懇談会か ら、工学部機械工学科の取組 を紹介 しています。
今後、発行は年4回(6,9,12,3月)を予定 しています。共通教育に関する質問、意見 ・提言、誌上
企画等、自由な投稿 を常時、学務部教務課 教養 ・共通教育係までお送 り下 さい。
